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広 告

▼
言
う
ま
で
も
な
い
が
遠
く

に
住
む
親
や
友
人
と
、
何
不

自
由
な
く
連
絡
が
と
れ
、
会

う
こ
と
が
で
き
る
時
代
で
あ

る
▼
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
１

３
０
年
前
の
明
治
22
年
７
月

１
日
に
東
海
道
本
線
の
東

京
・
新
橋
駅
か
ら
兵
庫
・
神

戸
駅
間
が
全
線
開
通
し
た
そ

う
だ
。
当
時
の
所
要
時
間
は

片
道
20
時
間
。
将
来
開
通
す

る
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
だ

と
60
分
程
で
東
京
〜
大
阪
間

の
移
動
が
で
き
る
と
い
う
か

ら
、
開
発
者
の
叡え

い

智ち

に
は
頭

が
下
が
る
。
ま
さ
に
距
離
が

縮
ま
っ
た
▼
一
方
で
最
近
、

そ
の
距
離
を
気
に
せ
ず
オ
ン

ラ
イ
ン
で
会
議
を
す
る
こ
と

が
増
え
た
。
感
染
予
防
が
一

番
の
目
的
だ
が
、
同
時
に
移

動
時
間
が
節
約
さ
れ
、
そ
の

分
の
時
間
を
有
効
に
使
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
た
だ
、
同
時
に
こ
う
思

う
と
き
が
あ
る
。
「
打
ち
合

わ
せ
は
で
き
る
限
り
会
っ
て

話
し
た
い
！
」
▼
や
は
り
実

際
に
会
っ
た
と
き
の
高
揚
感

や
充
足
感
と
比
べ
る
と
、
画

面
越
し
の
も
の
で
は
少
々
物

足
り
な
い
。
保
健
指
導
の
本

来
在
る
べ
き
姿
も
同
じ
で
は

な
い
か
。
対
象
者
と
実
際
に

会
い
、
そ
の
場
の
空
気
を
感

じ
な
が
ら
話
し
、
指
導
を
し

て
い
く
方
が
心
に
響
く
こ
と

が
多
い
と
思
う
▼
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
と
い
う
考

え
方
が
定
着
し
た
。
本
会
主

催
の
研
修
会
も
感
染
防
止
に

対
応
す
べ
く
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
新
た
な
開
催
方
法

を
企
画
中
で
あ
る
が
、
近
い

将
来
通
常
の
会
場
で
の
研
修

会
が
再
開
で
き
た
暁
に
は
、

ご
参
加
い
た
だ
く
皆
様
と
適

度
な
距
離
を
保
ち
つ
つ
、
満

面
の
笑
み
で
お
迎
え
し
た
い

と
思
う
。 

（
飯
塚
勉
）

空

天
馬

　
先
般
、
本
会
の
２
０
２
０
年
度
第
１
回
定
例
理
事
会
で
昨
年
度
の
事
業
報
告
・
決

算
報
告
が
決
議
さ
れ
た
。
６
月
17
日
に
は
20
年
度
定
時
社
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
決

算
報
告
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
19
年
度
事
業
の
主
な
活
動
内
容
を
、
本
会
が
掲

げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
７

セ
ブ
ン
・
エ
ー
Ａ
」
に
沿
っ
て
振
り
返
る
。

A
dolescent

思
春
期
保
健
の
推
進

　
「
指
導
者
養
成
」
を
目
的

に
１
９
８
１
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期

保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ
」
は
、
コ

ー
ス
Ⅰ
を
３
回
、
コ
ー
ス

Ⅱ
、
コ
ー
ス
Ⅲ
を
そ
れ
ぞ
れ

１
回
開
催
し
思
春
期
保
健
相

談
士
Ⓡ
が
新
た
に
１
５
３
人

誕
生
し
た
。
こ
れ
で
全
国
で

活
躍
す
る
思
春
期
保
健
相
談

士
Ⓡ
は
９
１
２
５
人
を
数
え

る
。
ま
た
「
指
導
者
の
た
め

の
避
妊
と
性
感
染
症
予
防
セ

ミ
ナ
ー
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ

ー
）
」
は
、
「
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア

（
Ｐ
Ｃ
Ｈ
Ｃ
）
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
全
国
８
か

所
で
開
催
し
た
。

A
bortion

安
全
な
人
工
妊
娠
中
絶

　
母
体
保
護
法
第
15
条
に
基

づ
き
、
受
胎
調
節
実
地
指
導

員
の
資
格
が
付
与
さ
れ
る
第

罪
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

本
会
で
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
こ
と
で
全
国
の
産

婦
人
科
施
設
情
報
な
ど
を
容

易
に
確
認
で
き
る
「
処
方
施

設
検
索
サ
イ
ト
」
を
立
ち
上

げ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
で
一
挙
に
進
ん

だ
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
で
も
有

用
な
情
報
と
し
て
利
活
用
さ

れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
薬
剤
師
を
は
じ

め
と
し
た
指
導
者
養
成
と
合

わ
せ
て
、
緊
急
避
妊
薬
の
ス

イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
な
ど
を
前

進
さ
せ
る
所
存
で
あ
る
。

A
dvocacy

啓
発
・
提
言
活
動

　
本
会
機
関
紙
「
家
族
と
健

康
Ⓡ
」
は
創
設
以
来
１
号
の

欠
号
も
な
く
、
本
年
３
月
ま

で
に
第
７
９
２
号
を
発
行
す

る
に
至
っ
て
い
る
。

　
機
関
紙
を
通
じ
て
、
時
代

に
即
応
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
つ
い
て
、
本
会
と
し
て

の
主
義
・
主
張
を
訴
え
続
け

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
を
通
じ
た
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生

殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
、

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）
の
情
報
発
信
を

積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

A
ID
SＳ

Ｔ
Ｉ
及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

エ
イ
ズ
の
予
防

　
子
宮
頸
が
ん
の
第
１
次
予

１
０
４
回
受
胎
調
節
実
地
指

導
員
認
定
講
習
会
を
開
催
し

た
。
わ
が
国
の
人
工
妊
娠
中

絶
の
届
出
件
数
は
直
近
２
０

１
８
年
度
の
中
絶
実
施
件
数

16
万
１
７
４
１
件
（
前
年
比

２
８
８
０
件
減
）
、
20
歳
未

満
の
中
絶
実
施
件
数
１
万
３

５
８
８
件
（
前
年
比
５
４
０

件
減
）
と
な
り
、
減
少
傾
向

を
維
持
し
て
い
る
が
、
中
絶

方
法
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
推
奨
す
る

経
口
妊
娠
中
絶
薬
で
は
な

く
、
依
然
と
し
て
器
械
的
手

術
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
本
会
で
は
、

「
安
全
な
人
工
妊
娠
中
絶
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
経
口

妊
娠
中
絶
薬
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
へ
の
サ
ポ

ー
ト
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

A
ccess

ど
こ
で
も
誰
も
が
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

　
計
画
し
て
い
な
い
妊
娠
に

悩
む
カ
ッ
プ
ル
は
少
な
く
な

い
。
避
妊
し
な
か
っ
た
、
コ

ン
ド
ー
ム
が
破
れ
た
、
コ
ン

ド
ー
ム
が
外
れ
た
、
レ
イ
プ

被
害
に
遭
っ
た
な
ど
に
際
し

て
、
妊
娠
を
回
避
す
る
最
後

の
手
段
が
緊
急
避
妊
法
。
国

際
的
に
は
「
知
ら
な
い
の
は

愚
か
、
知
ら
せ
な
い
の
は

　
19
年
度
も
母
子
保
健
／
思

春
期
保
健
／
健
康
教
育
等
の

分
野
で
教
材
の
企
画
制
作
・

頒
布
、
指
導
者
養
成
研
修
な

ど
積
極
的
に
収
益
事
業
を
展

開
し
た
。

　
特
に
本
年
度
は
、
「
高
血

圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０

１
９
」
及
び
「
日
本
人
の
食

事
摂
取
基
準
（
２
０
２
０
年

版
）
」
に
完
全
準
拠
す
べ
く

数
百
点
の
教
材
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
い
「
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
品

質
」
の
維
持
に
努
め
た
。

　
ま
た
、
指
導
者
養
成
を
目

的
と
し
た
研
修
事
業
で
は
、

15
年
度
以
来
厚
生
労
働
省
子

ど
も
家
庭
局
母
子
保
健
課
か

ら
受
託
し
て
い
る
「
母
子
保

健
指
導
者
養
成
に
係
る
研
修

実
施
業
務
」を
滞
り
な
く
実

施
し
た
。
さ
ら
に
、
（
公

社
）
日
本
助
産
師
会
「
継
続

ポ
イ
ン
ト
制
度
」
及
び
、
日

本
助
産
評
価
機
構
「
ア
ド
バ

ン
ス
助
産
師
制
度
」
と
本
会

の
研
修
事
業
を
連
携
す
る
こ

と
が
集
客
を
含
め
新
た
な
展

開
と
な
り
、
多
大
な
成
果
を

上
げ
た
。

　
19
年
度
も
役
職
員
一
同
、

歴
史
に
恥
じ
な
い
公
益
民
間

団
体
と
し
て
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の

向
上
の
た
め
に
活
動
す
る
と

と
も
に
関
係
諸
団
体
と
有
機

的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

公
益
事
業
と
し
て
の
諸
事
業

を
推
進
し
た
。

防
で
あ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
が
13
年
４
月
に

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
因
果
関

係
は
明
ら
か
と
は
い
え
な
い

も
の
の
、
副
反
応
を
訴
え
る

女
性
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら

国
は
同
年
６
月
14
日
に
積
極

的
な
接
種
勧
奨
を
一
時
差
し

控
え
る
と
宣
言
し
た
。
以

来
、
７
年
目
を
迎
え
た
も
の

の
未
だ
積
極
的
接
種
再
開
の

目
途
さ
え
立
っ
て
い
な
い
。

　
本
会
で
は
、
健
や
か
親
子

21
全
国
大
会
（
母
子
保
健
家

族
計
画
全
国
大
会
）に
お
い

て
、「
女
性
の
健
康
を
守
る

〜
子
宮
頸
が
ん
か
ら
女
性
を

守
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
家
族

計
画
研
究
集
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
本
会
機
関
紙
、

セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
な
ど
に

お
い
て
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
積
極
的
接
種
勧
奨
再
開
を

訴
え
て
き
た
。

A
geing

高
齢
化
社
会
対
策

　
２
月
に
は
、
「
第
４
回

【
ジ
ェ
ク
ス
】
ジ
ャ
パ
ン
・

セ
ッ
ク
ス
・
サ
ー
ベ
イ
２
０

２
０
」
を
実
施
し
た
。
全
国

か
ら
回
収
さ
れ
た
５
０
２
９

件
の
調
査
票
を
詳
細
に
集

計
・
解
析
し
、
今
後
の
高
齢

化
社
会
対
策
に
役
立
て
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
本
会
が
高
齢
化

社
会
対
策
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
る
ひ
と
つ
に
、
ジ
ェ
ク

ス
㈱
と
共
同
開
発
し
て
い
る

「
リ
ュ
ー
ブ
ゼ
リ
ー
Ⓡ
」
と

「
メ
ノ
ケ
ア
Ⓡ
モ
イ
ス
ト
ゼ

リ
ー
」
が
あ
る
。
特
に
中
高

年
女
性
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の

質
）
の
更
な
る
向
上
を
図
る

た
め
に
、
全
国
の
一
般
消
費

者
、
市
区
町
村
や
医
療
機
関

に
向
け
た
情
報
提
供
を
行
っ

た
。

A
buse

児
童
虐
待
の
防
止

　
児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡
事

例
の
背
景
を
み
る
と
、
予
期

し
な
い
妊
娠
、
妊
婦
健
診
未

受
診
、
母
子
健
康
手
帳
未
交

付
、
若
年
妊
娠
な
ど
が
目
立

っ
て
い
る
。
本
会
が
創
設
以

来
取
り
組
ん
で
き
た
予
期
し

な
い
妊
娠
／
計
画
し
て
い
な

い
妊
娠
防
止
は
児
童
虐
待
の

防
止
に
も
相
通
じ
る
も
の
で

あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

　
21
世
紀
の
母
子
保
健
の
取

り
組
み
の
方
向
性
と
目
標
や

指
標
を
提
示
し
て
い
る
「
健

や
か
親
子
21
（
第
２
次
）
」

推
進
協
議
会
の
参
加
団
体
と

し
て
も
、
「
切
れ
目
の
な
い

妊
産
婦
・
乳
幼
児
へ
の
保
健

対
策
」
「
妊
娠
期
か
ら
の
児

童
虐
待
防
止
対
策
」
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
各
種
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
た
。

７
Ａ
―
本
会
の
取
り
組
み

2020年度定時社員総会の様子

本
会
事
業
報
告
・
決
算
承
認

経
営
基
盤
の
安
定
に
向
け
た

健
康
教
育・保
健
指
導・支
援
活
動

2019
年度
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１
　
調
査
対
象
　
全
国
満
20

〜
69
歳
の
男
女
５
０
２
９
サ

ン
プ
ル

２
　
調
査
期
間
　
２
０
２
０

年
２
月
21
日
㈮
〜
２
月
24
日

㈪３
　
調
査
方
法
　
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
（
ア
ン
ケ

ー
ト
依
頼
メ
ー
ル
を
配
信
し

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
に
て
回
答
）

４
　
調
査
委
託
機
関
　
株
式

会
社
ク
ロ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
　
※
提
携
パ
ネ
ル
＝
リ

サ
ー
チ
パ
ネ
ル

５
　
集
計
に
際
し
て
　
都
道

府
県
比
較
を
行
う
た
め
に
、

47
都
道
府
県
か
ら
回
収
順
に

従
っ
て
均
一
に
１
０
７
サ
ン

　
本
調
査
は
２
０
１
２
年
、
13
年
、
17
年
に
引
き
続
き
、
本
会
家
族
計
画
研
究
セ
ン

タ
ー
が
ジ
ェ
ク
ス
株
式
会
社
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
実
施
し
た
。
本
会
は
02
年
以
降

２
年
ご
と
に
「
男
女
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
」
を
継
続
実
施
し
て
い
る
が
、

日
本
人
の
セ
ッ
ク
ス
に
さ
ら
に
鋭
く
迫
る
た
め
に
、
前
回
同
様
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
た
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
限
ら
れ
た
紙
面
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

「
セ
ッ
ク
ス
に
ま
つ
わ
る
悩
み
」
を
中
心
に
結
果
の
概
要
を
ま
と
め
た
。

 

（
本
会
理
事
長
・
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
　
北
村
邦
夫
）

プ
ル
を
収
集
。
合
計
５
０
２

９
人
を
集
計
対
象
と
し
た
。

さ
ら
に
、
全
国
デ
ー
タ
と
し

て
解
析
す
べ
く
各
都
道
府
県

か
ら
回
収
さ
れ
た
サ
ン
プ
ル

　
「
セ
ッ
ク
ス
に
関
し
て
悩

み
ご
と
（
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

な
ど
）
は
あ
り
ま
す
か
」

（
複
数
回
答
、図
１
）
に
は
、

半
数
近
く
の
男
女
が
「
特
に

な
い
」
と
回
答
す
る
が
、

30
・
２
％
の
男
性
が
「
挿
入

時
間
や
射
精
ま
で
に
時
間
が

短
い
」
、
19
・
０
％
が
「
勃

起
し
づ
ら
い
」
と
回
答
。

　
女
性
で
は
「
オ
ー
ガ
ズ
ム

（
絶
頂
感
）に
達
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
」（
21
・
５
％
）、「
快

感
が
得
ら
れ
な
い
」（
15
・
０

％
）
を
挙
げ
て
い
る
。
年
代

別
に
見
る
と
、
40
代
の
男
性

　「
セ
ッ
ク
ス（
性
交
渉
）の

時
に
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
」
と
聞
く
と
女

性
の
62
・
４
％
、男
性
の
14
・

０
％
が
「
痛
い
」
と
回
答
。

女
性
で
は
20
代
が
74
・
１
％

だ
が
、
60
代
で
は
56
・
８
％

と
低
い
。
性
交
痛
は
本
来
、

高
年
齢
女
性
の
訴
え
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
今
回

の
調
査
で
は
、
む
し
ろ
低
年

齢
で
の
訴
え
が
目
立
っ
て
い

る
。若
い
女
性
で
の「
痛
い
」

の
理
由
は
潤
い
不
足
と
い
う

よ
り
も
、
性
交
の
経
験
不

足
、
妊
娠
・
性
感
染
症
へ
の

不
安
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
「
痛
い
、
痛
い
こ
と
が
あ

る
」
と
回
答
し
た
女
性
に
対

し
て
、
性
的
満
足
度
に
つ
い

　
今
回
、
初
め
て
女
性
に
と

っ
て
「
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン

の
悩
み
」
を
ど
の
程
度
抱
え

て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
そ

の
悩
み
は
何
か
な
ど
に
つ
い

て
聞
い
た
。「
セ
ッ
ク
ス
以

外
で
の
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン

の
悩
み
」
（
複
数
回
答
）
を

尋
ね
る
と
、
５
割
の
女
性
が

「
な
い
」
と
回
答
す
る
も
の

の
、
「
か
ゆ
み
」
（
23
・
１

％
）、「
に
お
い
」
（
21
・
８

％
）、「
お
り
も
の
」（
19
・
５

％
）
、
「
蒸
れ
」
（
11
・
８

％
）
な
ど
の
悩
み
が
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
こ
れ
を
年
代

別
で
見
る
と
、
い
ず
れ
も
20

代
、
30
代
で
の
悩
み
が
深
刻

で
あ
っ
た
。

　
「
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の

悩
み
は
い
つ
感
じ
る
こ
と
が

多
い
で
す
か
」（
複
数
回
答
）

と
尋
ね
る
と
、
「
生
理
中
」

（
30
・
４
％
）、「
疲
れ
て
い

る
と
き
」（
26
・
９
％
）、「
生

理
前
」（
26
・
１
％
）、「
常

に
」
（
22
・
７
％
）
の
順
。

年
代
で
見
る
と
、
20
代
、
30

代
、
40
代
は
「
生
理
」
中
前

後
で
多
く
、
50
代
、
60
代
は

「
疲
れ
て
い
る
と
き
」
と
回

答
（
図
３
）。「
デ
リ
ケ
ー
ト

ゾ
ー
ン
の
乾
燥
を
感
じ
る
頻

度
」
は
、
35
％
の
女
性
が

　
今
回
の
調
査
で
は
、
都
道

府
県
比
較
を
行
う
た
め
に
、

47
都
道
府
県
か
ら
回
収
順
に

均
一
に
１
０
７
サ
ン
プ
ル
を

収
集
。
合
計
５
０
２
９
人
を

集
計
対
象
と
し
た
。
都
道
府

県
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
デ
ー

タ
を
小
さ
い
順
に
並
べ
て
、

下
か
ら
４
分
の
１
の
と
こ
ろ

の
デ
ー
タ
を
第
１
四
分
位

数
、
４
分
の
２
の
と
こ
ろ
の

デ
ー
タ
を
第
２
四
分
位
数

（
こ
れ
は
中
央
値
と
同
じ
）、

４
分
の
３
の
と
こ
ろ
の
デ
ー

タ
を
第
３
四
分
位
数
と
い

う
。
そ
し
て
、
第
１
四
分
位

数
、第
２
四
分
位
数
、第
３
四

分
位
数
を
ま
と
め
て
、
四
分

位
数
と
い
う
。
マ
ッ
プ
を
全

て
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
興
味
深
い
二
つ
に

と
ど
め
た（
図
４
、
図
５
）。

の
37
・
４
％
が
「
挿
入
時
間

や
射
精
ま
で
の
時
間
が
短

い
」を
挙
げ
、「
勃
起
し
づ
ら

い
・
で
き
な
い
」
に
つ
い
て

は
50
代（
20
・
８
％
）、60
代

（
31
・
３
％
）
で
声
が
上
が

っ
て
い
る
。
女
性
で
は
「
オ

ー
ガ
ズ
ム
に
達
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
」
は
20
代
（
35
・

４
％
）、30
代
（
31
・
５
％
）、

40
代
（
26
・
８
％
）
で
高
め

に
、
さ
ら
に
30
代
で
は
22
・

８
％
が
「
快
感
が
得
ら
れ
な

い
」
と
悩
ん
で
い
る
。

中
で
中
断
す
る
」
「
痛
み
の

た
め
す
ぐ
中
止
す
る
」
は
男

性
30
・
８
％
、
女
性
15
・
７

％
で
あ
っ
た
も
の
の
、
大
半

は
「
痛
み
は
あ
る
が
、
何
と

か
最
後
ま
で
で
き
る
」
と
回

答
。
「
最
後
ま
で
」
と
回
答

し
た
割
合
は
女
性
の
方
が
多

い
傾
向
に
あ
っ
た
。

　
セ
ッ
ク
ス
時
に
痛
み
が
あ

る
と
回
答
し
た
者
に
、
「
セ

ッ
ク
ス
（
性
交
渉
）
の
痛
み

を
和
ら
げ
る
た
め
に
、
潤
滑

ゼ
リ
ー
を
使
用
し
た
こ
と
が

あ
る
か
」
と
聞
く
と
、
「
使

う
」
と
回
答
し
た
の
は
男
性

の
32
・
３
％
、
女
性
の
20
・

４
％
（
図
２
）
。
「
使
う
」

の
回
答
は
、
男
性
の
20
代

56
・
１
％
、
女
性
で
も
31
・

７
％
と
高
い
。
痛
み
に
対
す

る
対
処
は
、
男
女
共
に
若
い

世
代
ほ
ど
熱
心
で
あ
る
よ
う

だ
。
一
方
、
「
潤
滑
ゼ
リ
ー

を
使
用
し
な
い
理
由
」
を
聞

く
と
、
男
性
で
は
「
ゼ
リ
ー

付
き
の
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
っ

て
い
る
か
ら
」
が
最
多
で

36
・
５
％
、
次
い
で
「
体
に

害
が
な
い
か
心
配
だ
か
ら
」

23
・
７
％
、
「
成
分
が
わ
か

ら
な
い
か
ら
」
15
・
２
％
。

女
性
は
「
成
分
が
わ
か
ら
な

い
か
ら
」
28
・
１
％
、
「
体

に
害
が
な
い
か
心
配
だ
か

ら
」
21
・
０
％
と
な
っ
て
お

り
、
女
性
の
場
合
に
は
、
自

分
の
体
に
塗
布
す
る
ゼ
リ
ー

で
あ
る
こ
と
か
ら
関
心
が
高

い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
ゼ

リ
ー
以
外
の
痛
み
予
防
・
対

策
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
に
し
て
い
な
か
っ
た
。

て
尋
ね
る
と
、
57
・

８
％
が
「
満
足
し
て

い
る
」
と
回
答
。
20

代
、
30
代
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
69
・
３
％
、

65
・
９
％
が
「
満
足

し
て
い
る
」
と
回
答

す
る
一
方
、
50
代
は

43
・
７
％
と
満
足
度

が
低
く
な
っ
て
い

る
。

　
今
回
初
め
て
、

「
痛
み
の
た
め
、
そ

の
後
の
セ
ッ
ク
ス
は

ど
う
し
て
い
ま
す

か
」
と
聞
い
た
。

「
痛
み
の
た
め
、
途

を
、
実
際
の
都
道
府
県
の
人

口
構
成
比
に
合
わ
せ
て
集
計

し
直
し
た
。
こ
れ
を
ウ
エ
イ

ト
バ
ッ
ク
法
と
い
う
（
表

１
）
。
大
げ
さ
に
言
え
ば
、

15
年
度
の
国
勢
調
査
の
う

ち
、
20
〜
69
歳
の
日
本
人
口

７
９
９
２
万
４
２
１
５
人

（
男
性
３
９
９
６
万
８
５
６

８
人
、
女
性
３
９
９
５
万
５

６
４
７
人
）
の
性
意
識
・
性

行
動
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と

に
な
る
。

「
あ
る
」
と
回
答
。
20
代
が

43
・
９
％
で
最
多
。
「
感
じ

た
こ
と
は
な
い
」
は
40
代
が

71
・
９
％
。

　
「
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の

ケ
ア
の
必
要
性
を
意
識
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
と
聞

く
と
、
女
性
の
52
・
９
％
が

「
意
識
す
る
」
と
回
答
す
る

も
、
そ
の
割
合
は
20
代
で

74
・
８
％
と
高
く
、
60
代
は

35
・
１
％
と
低
い
。
ま
た
、

「
お
り
も
の
や
ニ
オ
イ
に
よ

る
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
不

快
感
が
あ
る
」
と
し
た
者

も
、
20
代
（
61
・
０
％
）
、

30
代
（
65
・
１
％
）
で
高
率

で
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ

れ
、
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
へ

の
関
心
が
低
く
な
っ
て
い
る

よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。

　
「
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
に

不
快
感
が
あ
る
」
と
回
答
し

た
女
性
で
は
「
特
に
何
も
し

な
い
」
の
回
答
が
26
・
３
％

で
あ
る
が
、
ケ
ア
の
ト
ッ
プ

は
「
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ト
の

ビ
デ
機
能
」
で
34
・
４
％
、

次
い
で
「
ボ
デ
ィ
用
ソ
ー

プ
」
28
・
６
％
、
「
お
湯
ま

た
は
水
で
す
す
ぎ
洗
い
」

28
・
１
％
で
あ
っ
た
。
「
ウ

ォ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ト
の
ビ
デ
機

能
」
を
使
う
頻
度
が
高
い
の

は
40
代
、
50
代
。
「
ボ
デ
ィ

用
ソ
ー
プ
」
な
ど
は
若
い
世

代
で
多
い
。

表１　 ウエイトバック調整後の各都道府県のサンプル数
　 全体 男性 女性
合　計 5,029 100.0 2,515 100.0 2,514 100.0
北海道 214 4.3 104 4.1 110 4.4
青森県 51 1.0 25 1.0 26 1.0
岩手県 49 1.0 25 1.0 24 1.0
宮城県 92 1.8 46 1.8 46 1.8
秋田県 39 0.8 19 0.8 19 0.8
山形県 43 0.8 21 0.9 21 0.8
福島県 74 1.5 38 1.5 36 1.4
茨城県 116 2.3 59 2.4 56 2.2
栃木県 80 1.6 41 1.6 39 1.5
群馬県 77 1.5 39 1.6 38 1.5
埼玉県 296 5.9 151 6.0 145 5.8
千葉県 250 5.0 127 5.0 123 4.9
東京都 568 11.3 288 11.4 280 11.1
神奈川県 374 7.4 192 7.6 183 7.3
新潟県 89 1.8 45 1.8 44 1.7
富山県 41 0.8 21 0.8 20 0.8
石川県 45 0.9 22 0.9 22 0.9
福井県 30 0.6 15 0.6 15 0.6
山梨県 32 0.6 16 0.6 16 0.6
長野県 79 1.6 40 1.6 39 1.6
岐阜県 78 1.6 39 1.5 40 1.6
静岡県 145 2.9 73 2.9 71 2.8
愛知県 300 6.0 154 6.1 146 5.8

使う・計

n=

いつも
使っている たまに使う 使わない

潤滑ゼリー
について、
良く知らな
かった

性
年
代
別

男性 303
20代 62
30代 76
40代 78
50代 41
60代 47
女性 1,403
20代 210
30代 265
40代 343
50代 272
60代 312

(％)
使
う・計

32.3
56.1
30.8
20.7
34.5
20.7
20.4
31.7
29.4
16.1
10.1
18.9

　 全体 男性 女性
三重県 70 1.4 35 1.4 35 1.4
滋賀県 56 1.1 28 1.1 28 1.1
京都府 102 2.0 50 2.0 52 2.1
大阪府 351 7.0 172 6.8 179 7.1
兵庫県 217 4.3 105 4.2 111 4.4
奈良県 53 1.1 25 1.0 28 1.1
和歌山県 37 0.7 18 0.7 19 0.8
鳥取県 22 0.4 11 0.4 11 0.4
島根県 25 0.5 13 0.5 13 0.5
岡山県 73 1.4 36 1.4 37 1.5
広島県 110 2.2 55 2.2 55 2.2
山口県 53 1.0 26 1.0 27 1.1
徳島県 29 0.6 14 0.6 15 0.6
香川県 37 0.7 18 0.7 19 0.7
愛媛県 52 1.0 25 1.0 27 1.1
高知県 27 0.5 13 0.5 14 0.6
福岡県 201 4.0 97 3.9 104 4.1
佐賀県 32 0.6 15 0.6 16 0.6
長崎県 52 1.0 25 1.0 27 1.1
熊本県 68 1.3 33 1.3 35 1.4
大分県 44 0.9 22 0.9 22 0.9
宮崎県 41 0.8 20 0.8 21 0.9
鹿児島県 62 1.2 30 1.2 32 1.3
沖縄県 56 1.1 28 1.1 28 1.1

図１　セックスに関する悩み・コンプレックス

図５　１年以上セックスしていないと回答した割合

図４　 セックス（性交渉）の目的が「性的な快楽の
ため」と回答した割合（選択３つまで可）

濃い色ほど、セックス（性交渉）の目的
が「性的な快楽のため」と回答した割合
が高い（統計的有意差あり）

挿
入
時
間
や
射
精

ま
で
の
時
間
が
短
い

挿
入
時
間
や
射
精

ま
で
の
時
間
が
長
い

快
感
が
得
ら
れ
な
い

オ
ー
ガ
ズ
ム
（
男
性
は
射

精
、
女
性
は
絶
頂
感
）
に

達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

自
分
の
性
器
の
大
き
さ
や

形
・
色
な
ど
が
気
に
な
る

勃
起
し
づ
ら
い
・

で
き
な
い

濡
れ
に
く
い
・

濡
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

全体■ 4,410 18.0 7.1 10.8 13.9 11.3 9.3 4.5 1.2 48.4
性
別

男性 2,163 30.2 6.7 6.4 6.0 13.5 19.0 - 1.2 42.4
女性 2,247 6.3 7.6 15.0 21.5 9.1 - 8.9 1.2 54.1

性
年
代
別

男性 2,163 30.2 6.7 6.4 6.0 13.5 19.0 - 1.2 42.4
20代 242 29.1 12.5 8.0 7.5 19.0 9.1 - 1.4 39.6
30代 396 30.9 11.2 12.3 5.0 14.3 8.8 - 1.2 39.4
40代 526 37.4 6.0 6.0 8.7 17.3 16.8 - 0.4 39.5
50代 456 31.5 3.5 4.7 3.3 10.6 20.8 - 1.2 44.9
60代 543 21.9 4.1 3.4 5.8 9.2 31.3 - 1.9 46.6
女性 2,247 6.3 7.6 15.0 21.5 9.1 - 8.9 1.2 54.1
20代 284 8.0 7.9 17.0 35.4 16.5 - 9.8 1.8 39.7
30代 418 4.9 9.2 22.8 31.5 12.8 - 10.6 2.2 39.7
40代 536 8.2 4.6 15.8 26.8 12.3 - 7.7 0.9 51.6
50代 459 3.9 4.3 16.3 14.5 5.4 - 9.0 1.3 62.2
60代 550 6.4 11.8 6.3 7.6 2.6 - 8.1 0.3 68.4

n=30以上で
■全体＋10pt以上
■全体＋5pt以上
■全体－5pt以下
■全体－10pt以下

60％

40％

20％

0％

濃い色ほど、1年以上セックス
していないと回答した割合が高い
（統計的有意差あり）

長野県 52.8 全　国 42.8
愛知県 52.6 兵庫県 42.3
群馬県 52.6 岩手県 40.0
岡山県 51.7 石川県 39.6
静岡県 51.0 島根県 39.6
富山県 50.5 東京都 39.1
栃木県 50.5 山口県 39.1
香川県 50.0 長崎県 38.5
宮城県 49.0 大分県 38.5
三重県 48.0 高知県 38.3
大阪府 47.9 秋田県 38.0
鳥取県 47.9 山梨県 37.8
滋賀県 47.4 岐阜県 37.8
福岡県 47.3 埼玉県 37.2
神奈川県 47.3 佐賀県 37.0
愛媛県 46.7 福島県 36.8
新潟県 46.1 宮崎県 36.5
奈良県 46.1 山形県 36.4
青森県 45.6 茨城県 36.4
北海道 45.5 京都府 36.3
千葉県 45.3 広島県 36.2
福井県 44.9 和歌山県 35.4
熊本県 44.2 鹿児島県 34.7
徳島県 43.3 沖縄県 25.3

＊＊

徳島県 62.2 佐賀県 50.0
鳥取県 60.6 宮崎県 50.0
広島県 60.6 鹿児島県 49.5
沖縄県 58.6 島根県 49.5
新潟県 58.4 大分県 49.5
福島県 57.9 愛知県 48.4
静岡県 57.1 和歌山県 47.9
岩手県 56.8 青森県 47.8
東京都 56.5 兵庫県 47.4
山梨県 55.6 長崎県 46.9
宮城県 55.2 滋賀県 46.3
秋田県 54.3 神奈川県 46.2
大阪府 54.3 高知県 45.7
奈良県 53.9 栃木県 45.5
岡山県 53.9 山口県 44.8
富山県 52.7 千葉県 44.2
京都府 52.7 長野県 43.8
山形県 52.3 熊本県 43.2
香川県 51.0 福岡県 43.0
石川県 50.5 岐阜県 41.8
全　国 50.0 三重県 40.8
北海道 50.0 群馬県 40.2
茨城県 50.0 埼玉県 39.4
福井県 50.0 愛媛県 35.9

＊

図３　 デリケートゾーンの悩み、
どんなときに感じるか

図２　痛みを和らげる潤滑ゼリーの使用経験
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い
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と
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そ
の
他

全体■ 1,235 26.1 30.4 16.6 22.7 26.9 17.5 3.8

性
年
代
別

女性 1,235 26.1 30.4 16.6 22.7 26.9 17.5 3.8
20代 278 33.6 35.5 19.3 24.0 21.4 17.8 1.6
30代 317 29.5 41.5 20.1 23.3 18.1 16.6 3.6
40代 308 34.2 37.5 22.5 17.4 25.7 11.7 2.0
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調
査
は
、イ
ン
タ
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ネ
ッ
ト

 

リ
サ
ー
チ
で
行
っ
た

ジェクス

３
割
の
男
性
が「
挿
入
時
間
や
射
精
ま
で

の
時
間
が
短
い
」こ
と
に
悩
ん
で
い
る

性
交
痛
が
あ
る
と

 

セ
ッ
ク
ス
で
の
満
足
度
は
低
い

デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
悩
み
に
迫
る

 

５
割
の
女
性
が「
あ
る
」と
回
答

性
の
実
態
調
査
、

 

都
道
府
県
別
に
見
た
特
徴
と
は
？

結
果
の
概
要
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こ
の
度
、
栄
誉
あ
る
松
本

賞
を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
光
栄
に
思
っ
て

い
ま
す
。
日
本
家
族
計
画
協

会
の
北
村
理
事
長
を
は
じ

め
、
関
係
各
位
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
賞
は

日
本
家
族
計
画
協
会
の
故
松

本
清
一
会
長
の
名
を
冠
し
た

顕
彰
制
度
と
お
聞
き
し
て
お

り
、
松
本
先
生
の
こ
と
は
よ

く
存
じ
て
い
る
の
で
す
が
、

私
が
周
産
期
医
学
を
専
門
に

し
て
い
た
た
め
、
残
念
な
が

ら
松
本
先
生
か
ら
直
接
ご
指

導
い
た
だ
く
機
会
が
な
く
、

先
生
と
の
思
い
出
を
語
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
松
本
賞
の
選
考
規
約
に

記
載
さ
れ
て
い
る
、
「
日
本

に
お
け
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
、
特

に
家
族
計
画
・
避
妊
の
専
門

的
な
分
野
の
功
績
」
に
つ

　
第
24
回
松
本
賞
受
賞
者
で
あ
る
平
松
祐
司
氏
（
岡

山
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
顧
問
）
に
、
こ
れ
ま
で
の

功
績
と
受
賞
し
て
の
お
気
持
ち
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。 

（
編
集
部
）

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
じ
て

実
感
し
た
こ
と
は
「
教
え
る

こ
と
は
最
高
の
学
び
」で
す
。

こ
の
言
葉
を
教
室
に
掲
げ
、

教
室
員
と
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル

を
共
有
し
、
教
育
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。成
人
教
育
、

コ
ー
チ
ン
グ
を
行
う
場
合
に

参
考
に
な
る
の
が
、
山
本
五

十
六
の
言
葉
で
あ
り
、
佐
藤

一
斎
の
言
葉
（
写
真
１
）
で

す
。
「
熱
を
も
て
誠
を
も

て
」
は
吉
村
先
生
が
私
の
退

官
の
時
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

く
れ
た
北
里
柴
三
郎
の
言
葉

で
す
。
こ
の
言
葉
を
胸
に
、

松
本
賞
受
賞
後
も
気
を
引
き

締
め
て
、
閑か

ん

古こ

錐す
い

の
役
割
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

◆ 

普
段
の
避
妊
が
で
き
な
い

理
由

　
米
国
人
海
外
旅
行
者
の
う

ち
約
半
数
が
女
性
で
す
。
そ

の
渡
航
回
数
は
２
０
１
７
年

で
お
よ
そ
４
６
０
０
万
回
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国

外
へ
旅
行
す
る
と
き
に
遭
遇

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
の

中
に
は
性
感
染
症
の
罹り

患か
ん

や

避
妊
の
失
敗
な
ど
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
実
際
に
こ
れ
ら
の

事
象
が
ど
の
程
度
あ
る
の

か
、
そ
の
背
景
は
何
か
を
調

査
し
て
い
る
の
が
ミ
ネ
ソ
タ

大
学
公
衆
衛
生
学
部
の
研
究

グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
18
〜
29
歳
で
男
性
パ
ー
ト

ナ
ー
が
い
る
女
子
大
学
生
３

４
０
人
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ

ン
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

直
近
の
海
外
旅
行
中
に
ピ
ル

の
使
用
を
中
断
し
た
割
合
は

ピ
ル
使
用
者
の
約
半
数
に
上

り
、
１
週
間
以
内
に
比
べ
て

30
日
以
上
の
旅
行
者
は
そ
の

割
合
が
２
倍
多
く
、
背
景
に

は
時
差
で
服
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
乱
れ
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー

と
意
思
疎
通
が
で
き
な
か
っ

た
な
ど
の
理
由
が
あ
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
25
人
に
対
面
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
結

果
、
旅
行
中
は
禁
欲
を
前
提

に
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
新
し
い
男
性
パ
ー
ト
ナ

ー
と
出
会
っ
た
こ
と
や
、
自

身
の
自
制
力
が
新
し
い
環
境

で
低
下
し
た
こ
と
な
ど
か
ら

避
妊
に
失
敗
し
た
と
い
う
回

答
で
し
た
。
普
段
行
っ
て
い

る
避
妊
が
で
き
な
か
っ
た
と

◆ 

卵
巣
が
ん
の
リ
ス
ク
に

関
し
て

　
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
ベ

ビ
ー
パ
ウ
ダ
ー
は
あ
せ
も
や

た
だ
れ
に
以
前
か
ら
使
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
女
性

が
性
器
周
辺
に
常
用
す
る
と

卵
巣
が
ん
リ
ス
ク
に
な
る
と

い
う
報
告
（
過
去
の
デ
ー
タ

か
ら
見
た
症
例
対
照
研
究
）

が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
そ

の
よ
う
な
関
連
性
は
な
い
と

し
〞
に
分
け
、
〝
あ
り
〞
の

場
合
は
頻
回
使
用
（
毎
週
１

回
以
上
）
、
長
期
使
用
（
20

年
以
上
）
な
ど
に
分
類
し
て

〝
な
し
〞
の
対
照
例
と
比
較

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
約

11
年
の
追
跡
期
間
中
に
卵
巣

が
ん
は
10
万
人
年
当
た
り
58

件
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
を

パ
ウ
ダ
ー
使
用
経
験
で
比
較

す
る
と
、
〝
使
用
経
験
あ

り
〞
は
10
万
人
年
当
た
り
61

件
、
〝
使
用
経
験
な
し
〞
は

10
万
人
年
当
た
り
55
件
、
70

歳
時
点
ま
で
に
卵
巣
が
ん
を

発
生
し
た
女
性
の
割
合
の
差

を
見
た
と
こ
ろ
０
・
09
％

（
95
％
信
頼
区
間
、

-0.02%

〜0.19%

）
と
両

群
で
有
意
な
違
い
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら

に
、
〝
頻
回
使
用
〞
と
〝
長

期
使
用
〞
の
そ
れ
ぞ
れ
の
リ

ス
ク
を
〝
使
用
経
験
な
し
〞

と
比
べ
た
差
は
、
０
・
10
％

（
同
、-

0
.0
5
%

〜

0.25%

）、０
・
01
％
（
同
、

-0.21%

〜0.24%

）
と
な

り
、
い
ず
れ
の
比
較
で
も
有

意
な
差
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
ベ
ビ
ー

パ
ウ
ダ
ー
を
頻
回
・
長
期
に

使
用
し
て
も
卵
巣
が
ん
の
リ

ス
ク
に
な
る
と
は
言
え
な
い

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
こ
の
研
究
で
検
討
対
象
と

さ
れ
た
パ
ウ
ダ
ー
は
主
に
タ

ル
カ
ム
パ
ウ
ダ
ー
（
滑か

っ

石せ
き

の

粉
砕
精
製
粉
末
）
を
原
料
に

し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
性

器
周
辺
へ
の
パ
ウ
ダ
ー
使
用

者
は
全
体
の
39
％
も
あ
り
ま

し
た
。
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◆
１
回
接
種
の
エ
ビ
デ
ン
ス

　
米
国
疾
病
対
策
管
理
セ
ン

タ
ー（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
関
し
て
15
歳
以
下
か
ら

始
め
る
場
合
は
２
回
接
種
、

16
〜
26
歳
の
間
で
開
始
す
る

場
合
は
３
回
接
種
と
す
る
こ

と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
こ
の
現
在
の
接
種
方
法

は
、
他
の
ワ
ク
チ
ン
が
１
回

接
種
な
の
に
比
べ
て
煩
雑
で

分
か
り
に
く
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
実
際
、
米
国
内

の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

は
２
〜
３
回
接
種
は
約
51
％

で
す
が
、
１
回
接
種
を
含
め

る
と
約
68
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
背
景
に
は
「
初
回

接
種
後
の
次
回
接
種
日
を
忘

れ
た
」
「
医
療
保
険
の
対
象

外
と
な
っ
て
い
た
」
「
医
師

か
ら
の
推
奨
が
な
か
っ
た
」

「
受
診
機
会
が
少
な
い
た

め
」
な
ど
の
理
由
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
テ
キ
サ
ス
大
学
公

衆
衛
生
学
部
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
、
２
０
０
９
〜
16
年
ま

で
の
全
米
全
国
健
康
・
栄
養

調
査
の
デ
ー
タ
（
Ｎ
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ｅ
Ｓ
、１
６
２
０
）か
ら
接
種

回
数
と
そ
の
背
景
に
関
す
る

分
析
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
接
種
回
数
別
に

見
た
ハ
イ
リ
ス
ク
Ｈ
Ｐ
Ｖ

（
６
、11
、16
、18
型
）感
染
者

は
、
３
回
＝
３
８
４
人
中
14

人
、
２
回
＝
１
２
６
人
中
７

人
、
１
回
＝
１
０
６
人
中
４

人
、
無
接
種
＝
１
０
０
４
人

中
１
１
１
人
と
な
っ
て
お

り
、
１
回
の
み
接
種
者
と
２

回
接
種
者
、
あ
る
い
は
３
回

接
種
者
と
の
間
に
有
意
な
差

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
さ
ら
に
交
差
反
応
に
よ

る
予
防
が
期
待
さ
れ
る
31
、

33
、45
型
で
も
３
回
＝
22
人
、

２
回
＝
３
人
、１
回
＝
11
人
、

無
接
種
＝
57
人
と
ほ
ぼ
同
等

の
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ハ
イ
リ
ス
ク
型
Ｈ
Ｐ
Ｖ

予
測
感
染
確
率
は
、
白
人
女

性
の
６
・
６
％
に
比
べ
て
黒

人
女
性
で
は
10
・
８
％
、
男

性
パ
ー
ト
ナ
ー
数
が
０
〜
５

人
の
女
性
の
３
・
３
％
に
比

べ
て
６
人
以
上
の
女
性
は

11
・
６
％
で
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
女

性
の
背
景
の
違
い
は
あ
る
も

の
の
、
こ
れ
ま
で
の
接
種
後

の
経
過
か
ら
見
る
と
１
回
接

種
で
も
２
〜
３
回
接
種
と
大

差
の
な
い
予
防
効
果
が
得
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
本
研
究
結
果
が
発
表
さ
れ

た
後
も
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
１
回
だ
け
の
接
種
が
有
効

で
あ
る
こ
と
が
19
年
２
月
24

日
の
米
国
国
立
が
ん
研
究
所

誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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い
う
報
告
（
前
向
き
に
調
査

し
た
コ
ホ
ー
ト
研
究
）
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
米
国
国

立
が
ん
研
究
所
や
環
境
健
康

科
学
研
究
所
な
ど
多
数
の
研

究
所
が
合
同
で
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
米
国
に
は
四
つ
の
大
規
模

疫
学
調
査
、
ナ
ー
ス
ヘ
ル
ス

研
究（
８
万
１
８
６
９
人
）、

ナ
ー
ス
ヘ
ル
ス
研
究
Ⅱ
（
６

万
１
２
６
１
人
）、シ
ス
タ
ー

研
究
（
４
万
６
４
７
人
）
、

Ｗ
Ｈ
Ｉ
研
究
（
７
万
３
２
６

７
人
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
併
せ
た
約
25
万
２
７
０

０
人
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
ま

し
た
。
生
涯
女
性
人
口
の
お

よ
そ
１
・
３
％
と
い
う
ま
れ

な
タ
イ
プ
の
が
ん
の
リ
ス
ク

を
推
計
す
る
た
め
に
は
こ
の

よ
う
な
膨
大
な
調
査
数
が
必

要
な
の
で
す
。
パ
ウ
ダ
ー
の

使
用
経
験
〝
あ
り
〞
と
〝
な

い
う
回
答
は
全
体
の
29
％
、

新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
が
で
き

た
と
い
う
回
答
は
17
％
で
し

た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｕ
Ｄ
や
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
は
服
薬
を
気
に
し

な
く
て
良
い
の
で
旅
行
中
の

避
妊
法
と
し
て
都
合
が
い
い

と
い
う
回
答
も
あ
り
ま
し

た
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
若
い

女
性
が
外
国
旅
行
に
行
く
と

き
に
は
、
想
定
外
の
妊
娠
や

感
染
症
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す

た
め
に
ヘ
ル
ス
ケ
ア
相
談
を

受
け
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま

す
。
今
回
の
調
査
で
旅
行
前

ヘ
ル
ス
ケ
ア
相
談
を
受
け
た

の
は
全
体
の
42
％
で
し
た
。

参
考

M
artins SL, et al. Arch 
Sex Behav.2020 Apr.

国
の
半
数
以
上
の
妊

婦
が
利
用
す
る
ツ
ー

ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
若
手
育
成
に
関
わ

る
中
で
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ

（Advanced Life 
S
u
p
p
o
rt in 

Obstetrics

）
、
Ｂ

Ｌ
Ｓ
Ｏ
（B

asic 
Life Support in 
Obstetrics

）
に
出

会
い
、
産
科
救
急
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

教
育
に
よ
り
産
婦
人

科
医
、
救
急
医
、
研

修
医
、
助
産
師
、
看

護
師
、
救
急
救
命
士

の
育
成
に
今
も
関
わ

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
安
全
な
手
術

確
立
の
た
め
に
、
産

婦
人
科
手
術
学
会
理
事
長
と

し
て
、
安
全
な
手
術
普
及
に

取
り
組
み
、
手
術
書
Ｏ
Ｇ
Ｓ 

Ｎ
Ｏ
Ｗ
24
巻
を
は
じ
め
、
多

く
の
手
術
書
を
刊
行
し
、
安

全
な
手
術
手
技
普
及
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
今
も
、
全
国

か
ら
紹
介
い
た
だ
く
多
く
の

子
宮
筋
腫
、
子
宮
腺
筋
症
で

悩
む
女
性
に
対
し
妊に

ん

孕よ
う

能
温

存
手
術
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
日
本
糖
尿
病
・
妊
娠
学
会

理
事
長
と
し
て
、
妊
娠
糖
尿

病
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法
の

決
定
、
診
断
基
準
の
改
定
、

グ
リ
コ
ア
ル
ブ
ミ
ン
を
用
い

た
新
し
い
管
理
の
提
唱
、
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
行

い
、
将
来
の
糖
尿
病
・
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予

防
法
の
研
究
を
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
研

究
と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　
岡
山
県
に
お
い
て
は
、
教

授
就
任
直
後
に
若
い
年
代
の

性
感
染
症
の
多
さ
に
気
付

き
、
全
産
婦
人
科
施
設
で
の

調
査
・
啓
発
活
動
を
長
年
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

周
産
期
医
療
協
議
会
内
に
母

体
死
亡
、
周
産
期
死
亡
な
ど

を
分
析
し
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

委
員
長
と
し
て
15
年
間
運
営

し
て
き
ま
し
た
。

き
、
自
分
な
り
に
振
り
返
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
で
は
、
産
婦
人
科
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
産
科
編
の
副
委
員

長
と
し
て
６
年
間
、第
１
版
、

第
２
版
の
発
刊
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
立
ち
上
げ
時
が

最
も
大
変
で
、
周
産
期
医
療

改
善
に
少
し
貢
献
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吉

村
、小
西
理
事
長
の
も
と
で
、

学
会
が
責
任
を
持
ち
正
し
い

医
学
知
識
を
提
供
す
る
手
段

と
し
て
、H

um
an+

、 
Baby+

を
発
刊
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。Baby+

は

ア
プ
リ
版
も
で
き
、
今
や
全

写真１　山本五十六（上）と佐藤一斎（下）の言葉
教育・人材育成を行っていく上での指針にしている

写真２　自室での平松祐司氏

海
外
情
報
ク
リ
ッ
プ

海外旅行中の
避妊と性感染症
リスク

〜
平
松
祐
司
氏
寄
稿
〜

第
24
回 
松
本
賞
を
受
賞
し
て

ＨＰＶワクチン
の投与回数と
予防効果

ベビーパウダーの
使用は

安全なのか？

【
翻
訳
・
編
集
＝
オ
ブ
ジ
ン
】
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（　）4家 　 族 　 と 　 健 　 康（第796号） 2020年（令和 2年）7月 1日

Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
処
方
が
私
の
医
師
人
生
を
ど
う
変
え
た
か 

④

本紙「家族と健康」は、パソコン・スマホ
などからもご覧いただけます。 家族と健康  日本家族計画協会 検索

ピ
ル
で
女
性
を
応
援
！

鵜
久
森
　
夏
世

つ
ば
き
ウ
イ
メ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク（
愛
媛
県
松
山
市
）

広 告

第
28
話

第
20
回
医
学
会
総
会
で

「
避
妊
」シ
ン
ポ

　
１
９
７
９
年
４
月
に
開
催

さ
れ
た
第
20
回
日
本
医
学
会

総
会
。
４
年
に
１
度
開
く
医

学
の
祭
典
で
は
、
２
日
目
の

４
月
８
日
に
、
「
避
妊
の
諸

問
題
」
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
松
本
清
一
（
自
治

医
大
病
院
長
、
本
会
元
会

長
）
、
石
濱
淳
美
（
小
山
市

民
病
院
長
）
両
名
を
座
長

大
学
医
学
部
助
教
授
白
井
將

文
）
、
③
ス
テ
ロ
イ
ド
避
妊

の
問
題
点
（
愛
育
病
院
長
松

山
栄
吉
）
、
④
Ｉ
Ｕ
Ｄ
の
問

題
点
（
岩
手
医
科
大
学
助
教

授
利
部
輝
雄
）
、
⑤
未
来
の

避
妊
法
（
国
立
医
療
セ
ン
タ

ー
産
婦
人
科
医
長
我
妻
堯
）

な
ど
の
テ
ー
マ
で
研
究
発
表

を
行
っ
て
い
る
（
家
族
計
画

第
３
０
２
号
）
。

　
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て

講
演
し
た
国
井
本
会
会
長

（
当
時
）
は
、
「
人
間
は
環

境
に
適
応
し
て
生
き
る
生
物

で
あ
る
」
と
い
う
視
点
か
ら

社
会
の
発
展
過
程
に
合
わ
せ

た
出
生
パ
タ
ー
ン
の
変
遷
を

示
し
な
が
ら
、
「
避
妊
を
め

ぐ
る
世
界
の
現
状
と
問
題

点
」
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

こ
の
中
で
、
国
井
は
、
「
開

発
途
上
国
で
は
、
ピ
ル
が
一

番
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
、
Ｉ
Ｕ

Ｄ
、
不
妊
手
術
、
コ
ン
ド
ー

ム
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る

が
、
ア
ジ
ア
へ
行
く
と
「
ピ

ル
は
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
か
」
と

ら
も
、ピ
ル
と
血
栓
症
、タ
バ

コ
と
ピ
ル
、
高
血
圧
な
ど
に

つ
い
て
最
近
の
知
見
を
紹
介

し
副
作
用
が
強
調
さ
れ
る
論

調
と
な
っ
て
い
る
。
血
栓
症

に
つ
い
て
は
、
ゲ
ス
タ
ー
ゲ

ン
（
筆
者
注
＝
黄
体
ホ
ル
モ

ン
製
剤
）
よ
り
も
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
の
方
に
問
題
が
多
い
と

し
、
ゲ
ス
タ
ー
ゲ
ン
の
量
に

は
関
係
な
く
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
量
が
50
㎍
ま
で
は
安
全
だ

が
そ
れ
以
上
に
な
る
と
血
栓

症
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
低
用
量
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
強
調
。一
方
、和

文
文
献
か
ら
、
血
栓
症
を
予

測
す
る
臨
床
的
な
検
査
は
な

い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
血
栓
症
で
死
亡
率

が
増
え
る
と
言
わ
れ
て
も
、

ピ
ル
を
飲
ん
で
血
栓
症
が
起

こ
る
危
険
率
よ
り
も
、
飲
ま

な
い
で
妊
娠
し
て
、
結
果
と

し
て
妊
娠
の
合
併
症
で
起
こ

る
危
険
率
の
方
が
は
る
か
に

大
き
い
と
結
ん
で
い
る
。

　
ピ
ル
と
タ
バ
コ
と
の
関
係

に
つ
い
て
も
、
喫
煙
者
が
ピ

ル
を
飲
ん
だ
場
合
に
心
筋
梗

塞
が
起
こ
る
頻
度
が
非
常
に

高
く
、
特
に
40
歳
以
上
の
女

性
が
ピ
ル
を
飲
ん
だ
場
合
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
ピ
ル
を
止
め
る
よ
り

も
タ
バ
コ
を
止
め
た
方
が
安

全
だ
と
し
て
い
る
。

に
、
①
避
妊

を
め
ぐ
る
世

界
の
現
状

（
日
本
家
族

計
画
協
会
会

長
国
井
長
次

郎
）
、
②
男

性
避
妊
の
問

題
点
（
東
邦

妙
に
恐
れ
ら

れ
て
い
る
。

そ
う
い
う
不

安
の
な
い
、

安
く
て
効
果

の
高
い
、
安

易
に
使
用
で

き
る
避
妊
法

の
開
発
が
必

要
で
あ
る
」
と
し
、
従
来
と

変
わ
ら
ず
ピ
ル
避
妊
法
に
対

し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
発
言
に

終
始
し
て
い
る
。

　
「
ス
テ
ロ
イ
ド
避
妊
の
問

題
点
」
で
も
、
日
本
で
は
ピ

ル
は
正
式
に
認
可
さ
れ
て
い

な
い
。
従
っ
て
、
経
口
避
妊

薬
の
目
的
に
し
か
使
え
な
い

よ
う
な
低
用
量
ピ
ル
は
、
日

本
で
は
治
験
す
ら
行
わ
れ
て

い
な
い
現
状
で
あ
り
、
日
本

は
あ
る
意
味
で
は
世
界
の
潮

流
に
遅
れ
て
い
る
と
し
な
が

　
中
学
生
の
頃
か
ら
月
経
は

と
て
も
忌
ま
わ
し
い
存
在
で

し
た
。
月
経
不
順
、
過
多
月

経
で
ナ
プ
キ
ン
か
ら
経
血
が

漏
れ
、
汚
れ
た
シ
ョ
ー
ツ
や

服
を
よ
く
洗
っ
て
い
ま
し

た
。
高
校
生
の
時
に
は
貧
血

で
体
育
の
マ
ラ
ソ
ン
を
走
れ

ず
、
内
科
で
鉄
剤
を
処
方
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
月
経
量

が
多
い
と
思
っ
て
い
な
か
っ

た
私
と
母
は
、
産
婦
人
科
を

受
診
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ

ら
に
ニ
キ
ビ
も
で
き
、
自
分

の
体
が
大
嫌
い
な
悩
み
多
き

思
春
期
で
し
た
。

　
17
年
か
ら
小
中
学
生
、
養

護
教
諭
を
対
象
に
性
教
育
を

始
め
ま
し
た
。
月
経
教
育
に

は
ピ
ル
の
話
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
小
学
生
で
月
経
が
始
ま

る
子
も
お
り
、
教
科
書
の
内

容
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。

養
護
教
諭
の
中
で
も
ピ
ル
を

知
ら
な
い
方
が
い
る
の
で
、

鎮
痛
剤
だ
け
で
な
く
月
経
困

難
症
の
薬
が
あ
っ
て
特
別
な

薬
じ
ゃ
な
い
、
月
経
に
左
右

さ
れ
ず
快
適
に
過
ご
す
た
め

の
女
性
に
必
要
な
薬
と
話
し

て
い
ま
す
。
講
演
を
聞
い
て

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
来
て
く
れ
る

方
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
娘

さ
ん
は
月
経
困
難
、
お
母
さ

ん
が
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
親
子
で
飲
ん

で
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ピ
ル

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
と
喜
び
を
感
じ
ま

す
。

　
わ
が
家
の
中
学
１
年
生
の

娘
に
も
昨
年
初
経
が
き
ま
し

た
が
、
家
に
転
が
っ
て
い
る

性
教
育
本
を
読
み
込
ん
で
い

た
た
め
か
、
私
と
違
い
月
経

な
こ
と
―
な
ど
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
日
本
は
国
民
皆

保
険
制
度
で
海
外
よ
り
も
恵

ま
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
不
便
な
の
？
　
自
分

で
妊
娠
し
た
い
と
き
を
決
め

て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
？
（
日
本

で
は
「
授
か
る
」
と
い
う
く

ら
い
だ
か
ら
、
な
ん
と
な
く

妊
娠
は
受
け
身
）
ピ
ル
を
薬

局
で
買
っ
て
い
い
の
？
　
思

春
期
か
ら
産
婦
人
科
を
受

診
？
と
異
世
界
の
話
の
よ
う

に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

や
体
の
変
化
を
前
向
き
に
捉

え
て
い
ま
す
。
教
育
は
財
産

で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
地
方

か
ら
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
、
社
会
を
支
え
る
女

性
た
ち
を
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
医
師
に
な
り
、
大
学
で
内

分
泌
・
不
妊
グ
ル
ー
プ
に
属
し
不
妊
治
療
に
関
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
妊
娠
が
い
か
に
難

　2000年高知大学医学部卒。徳島大学産婦人科
入局後、南和歌山医療センター、三宅医院、愛媛
県立今治病院、高知医療センター、愛媛県立中央
病院を経て、つばきウイメンズクリニック勤務。
産婦人科・生殖医療科で診療。２児の母。

―今月の人―うぐもり・なつよ―

し
く
奇
跡
で
あ
る
か
実
感
す

る
日
々
で
し
た
の
で
、
避
妊

の
た
め
の
ピ
ル
に
は
興
味
を

持
て
ず
、
疾
患
の
な
い
女
性

が
ピ
ル
を
飲
む
と
い
う
発
想

も
欠
如
し
て
い
ま
し
た
。
私

自
身
の
過
多
月
経
も
、
長
時

間
の
手
術
時
は
大
変
で
し
た

が
、
器
質
的
疾
患
が
な
い
た

め
放
置
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
周
産
期
セ
ン

タ
ー
で
勤
務
し
て
い
た
２
０

１
３
年
に
衝
撃
の
出
会
い
が

あ
り
ま
し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
人

の
妊
婦
が
切
迫
早
産
で
搬
送

さ
れ
、
そ
の
主
治
医
と
な
っ

　
彼
女
の
話
を
聞
い
て
か

ら
、
日
本
の
女
性
は
月
経
に

つ
い
て
知
識
が
あ
る
だ
ろ
う

か
、
医
師
で
あ
る
自
分
の
認

識
も
間
違
っ
て
い
た
の
で

は
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
16
年
に
ヘ
ル
ス
ケ

ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
習

を
受
講
し
、
避
妊
教
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
入
れ
て
い
た
だ

き
本
格
的
に
Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ

を
勉
強
・
処
方
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
学
ん
だ
結

果
、
過
多
月
経
や
ニ
キ
ビ
で

悩
ん
で
い
た
過
去
の
自
分
に

ピ
ル
を
教
え
た
か
っ
た
！
　

働
き
始
め
て
か
ら
も
ピ
ル
を

飲
ん
で
い
れ
ば
、
手
術
中
に

ナ
プ
キ
ン
の
心
配
は
不
要
だ

っ
た
！
　
な
ん
て
損
を
し
て

い
た
の
だ
、
と
自
分
の
無
知

を
悔
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま

た
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
」
の
概
念

を
知
り
、
モ
ヤ
モ
ヤ
が
ス
ッ

キ
リ
。
こ
れ
は
全
て
の
女
性

に
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
！
　
そ
し
て
、
思
春
期
か

ら
ピ
ル
で
女
性
の
人
生
を
快

適
に
し
た
い
、
女
性
の
パ
ー

ト
ナ
ー
ド
ク
タ
ー
に
な
り
た

い
と
医
師
16
年
目
に
し
て
よ

う
や
く
自
覚
し
ま
し
た
。

た
私
を
出
産
後
に

自
宅
へ
招
い
て
く

れ
た
の
で
す
。
そ

こ
で
、
彼
女
が
ピ

ル
の
箱
を
取
り
出

し
話
し
始
め
ま
し

た
。
拙
い
英
語
で

の
や
り
と
り
で
し

た
の
で
間
違
い
が

あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ベ
ル
ギ

ー
で
は
初
経
後
産

婦
人
科
で
定
期
検

診
を
受
け
る
こ

と
、
自
ら
の
意
思

で
ピ
ル
を
飲
み
避

妊
す
る
こ
と
、
妊

娠
し
た
い
と
き
に

ピ
ル
を
や
め
て
授

か
っ
た
こ
と
、
日

本
で
は
薬
局
で
ピ

ル
が
買
え
ず
不
便

　本会と各都道府県が主催
する「ブロック別母子保健
事業研修会」は、新型コロ
ナウイルス感染拡大の影響
から、今年度、全ての地区
で開催中止となりました。

　今年度予定しておりまし
た「母子保健指員研修会」
は、新型コロナウイルス感
染拡大に伴い、会場での研
修会を中止とします。
　代わって、WEB配信で
皆様に情報提供するための
準備をすすめております。
　詳細は、本会HP等でご
案内いたします。

鵜久森氏の性教育講演風景

人
生
の
転
機
は
突
然
に

悶
々
と
し
た
思
春
期

よ
う
や
く
ピ
ル
と
出
会
う

幼
少
時
か
ら
の
性
教
育
を

母子保健指導員研修会
から大事なお知らせ

今年度は全地区で開催中止

会場での研修会は中止し
WEB配信を行います！

お知らせ

ブロック別
母子保健事業研修会

北村 邦夫 著

ピル承認秘話
わが国のピル承認が
これほど遅れた

 本当の理由（わけ）


